
小説みたいに楽しく読める生命科学講義

頁 場所 修正前 修正後 補足 掲載

第1章　進化のおはなし

50 図5タイトル 哺乳類の進化 哺乳類の進化とアミノ酸配列 22/04/22

第2章　遺伝のおはなし

99 例えば、アンジオテンシンっていう物質

が多いと血圧が高くなります。普通の人

はあまり関係ないんですが遺伝子にあ

る変異があると、アンジオテンシンがたく

さんできるんです。そうすると、血圧が高

くなります。高血圧の原因ですね。これ

について、おもしろいことがわかってきま

した。アンジオテンシンは、大きなアンジ

オテンシノーゲンっていう意味からちょ

ん切られてできます。アンジオテンシノー

ゲンをちょん切る酵素のことをACEとい

います。そこで、高血圧の人の遺伝子を

調べてみると、アンジオテンシノーゲン

の遺伝子に異常がある人もACEの遺伝

子に異常がある人もいるんです。つま

り、アンジオテンシンがたくさんできる同

じ高血圧でも、もともとの遺伝子に異常

がある場合と、それをちょん切る方に遺

伝子変異がある場合があり、どちらも同

じ症状が出てくることがわかります。これ

難しい言葉でいうと、基質に異常があっ

ても酵素に異常があっても同じような症

状になるということです。基質＝アンジオ

テンシノーゲン、酵素＝ACEですね。今

回はお話ししませんが、若年性アルツハ

イマー病もこれと同じことがわかっていま

す。

例えば、アンジオテンシンⅡという物質

が多いと血圧が高くなります。普通の人

はあまり関係ないんですが特定の遺伝

子に変異があると、アンジオテンシンⅡ

がたくさんつくられ血圧が高くなります。

高血圧の原因ですね。これについて、お

もしろいことがわかってきました。アンジ

オテンシンⅡは、大きなアンジオテンシ

ノーゲンというタンパク質が切られて、ア

ンジオテンシンIとなり、このアンジオテン

シンIがACEという酵素に切られてアンジ

オテンシンⅡになるのです。そこで、高血

圧の人を調べてみると、アンジオテンシ

ノーゲンの遺伝子に異常がある人や

ACEの遺伝子に異常がある人もいるん

です。つまり、アンジオテンシンⅡがたく

さんできる同じ高血圧でも、もともとの遺

伝子に異常がある場合と、それをちょん

切る方に遺伝子異常がある場合があ

り、どちらも同じ症状が出てくることがわ

かります。これを難しい言葉でいうと、基

質側に異常があっても酵素側に異常が

あっても同じような症状になるということ

です。今回詳しくはお話ししませんが、

若年性アルツハイマー病も基質アミロイ

ド前駆体（APP）または酵素γセクレター

ゼ（プレセニリン1、プレセニリン2）のどれ

かに異常があって発病することがわかっ

ています。

23/01/27

第3章　DNA鑑定と歴史の謎

158 図5 ※1参照 22/04/22

162 図6 ※2参照 22/04/22

164 3行目 第二染色体のD2S1388 第二染色体のD2S1338 22/04/22

余談　データを見るときの注意点

195 図の縦軸の目盛り 1.6 1.3 22/04/22

第4章　遺伝子組換えとiPS細胞、ワクチン

223 後ろから5行目 以上摂取すれば 以上接種すれば 21/10/01

223 後ろから3行目 だから、摂取目標は普通 だから、接種目標は普通 21/10/01

224 図5タイトル ワクチンの摂取目標 ワクチンの接種目標 21/10/01

225 4行目 ワクチンを打たないと摂取目標の ワクチンを打たないと接種目標の 21/10/01

正誤表・更新情報

■第1版　第2刷（2021年8月20日発行）の修正・更新箇所
※第1刷からの修正箇所は https://www.yodosha.co.jp/correction/9784758121149_corrections.pdf をご参照ください

本書中に訂正・更新箇所等がございました。お手数をお掛けしますが、下記ご参照頂けますようお願い申

しあげます （2023年1月27日）



第5章　環境と生物、放射能

247 後ろから2行目 もともと中型の地上フィンチが住んでい

たんですけれども、干ばつがあったとき

はくちばしの小さいフィンチが増えまし

た。雨がたくさん降って植物がたくさん増

えて種がたくさんできると、大きい種がで

きたために自然選択の結果、くちばしの

大きいフィンチが増えて、数年単位で進

化が劇的に起こっているわけですね。何

万年もかかるんじゃなくて意外と短い時

間で、こういう進化が起こる可能性があ

ることが明らかになりました。

もともと中型の地上フィンチが住んでい

たんですけれども、干ばつがあったとき

にくちばしの大きなフィンチが増えまし

た。大きくてかたい種が食べられないく

ちばしの小さなフィンチは死んでしまった

んですね。そのあと残ったくちばしの大

きいもの同士の子（くちばしは大きい）が

生まれたんですね。数年単位で劇的に

進化が起こっているわけです。そのあ

と、雨がたくさん降って植物も増え、やわ

らかい種がたくさんできると、くちばしも

大きい必要がなくなり、小さくなっていっ

たんです。何万年もかかるんじゃなくて

意外と短い時間で、こういう進化が起こ

る可能性があることが明らかになりまし

た。

22/04/22

256 酸性雨　5行目 二酸化炭素濃度が 二酸化硫黄濃度が 21/09/24

図表

※１

※2 赤色で囲んだ部分を修正いたしました

赤色で囲んだ部分を修正いたしました
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